
二
一
三

阪
正
臣
研
究
（
承
前
）

731

は
じ
め
に

明
治
・
大
正
・
昭
和
三
代
に
わ
た
る
歌
人
樅
屋
阪
正
臣
は
、
敬
簡
阪
正
緒
の
子
と

し
て
名
古
屋
市
花
屋
町
に
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
生
れ
、昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）

八
月
二
十
六
日
卒
去
。
寿
七
十
七
、
正
四
位
。
国
学
を
平
田
銕
胤
に
学
ぶ
が
や
が
て

師
命
に
よ
り
権
田
直
助
に
就
く
。
和
歌
は
坂
広
雄
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
後
に
桑
名

の
富
樫
広
厚
に
学
ん
だ
。
こ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
は
、
彼
自
身
が
『
三
拙
集
』
に

此
の
三
拙
の
う
ち
歌
ハ
う
ふ
す
な
の
神
主
坂
広
雄
先
生
に
手
ほ
と
き
せ
ら
れ
伊

勢
桑
名
に
て
は
富
樫
広
厚
先
生
に
学
ひ
東
京
に
出
て
ゝ
は
権
田
直
助
本
居
豊
穎

高
崎
正
風
三
先
生
の
添
削
を
乞
ひ
近
き
頃
よ
り
井
上
通
泰
先
生
の
正
を
受
く
。

書
の
方
ハ
幼
時
広
雄
先
生
に
後
西
尾
為
忠
横
井
北
泉
の
両
先
生
に
聊
法
を
問
ひ

き
。
画
ハ
沼
田
荷
舟
先
生
に
数
葉
の
手
本
を
受
け
し
か
と
も
習
ひ
得
す
し
て
止

み
に
し
そ
悔
し
き
。

（『
三
拙
集
』
七
十
丁
ウ
。
私
に
句
点
を
付
す
）

と
記
し
て
い
る
。

砥
鹿
神
社
（
参
州
）、
鎌
倉
宮
伊
勢
皇
太
神
宮
奉
仕
等
を
経
て
や
が
て
華
族
女
学
校

教
授
と
な
り
、御
歌
所
寄
人
被
仰
付
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
は
大
嘗
祭
主
基
方

歌
作
者
を
被
仰
付
。
ま
た
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
十
二
月
に
宮
内
省
蔵
版
、
文

部
省
発
行
と
な
る
『
明
治
天
皇
御
集
』（
三
冊
）
は
正
臣
が
版
下
を
浄
書
し
た
も
の
で

あ
る
。

彼
の
歌
集
と
し
て
名
高
い
の
は
、昭

和
二
年
（
一
九
二
七
）
七
月
に
成
っ
た

『
三
拙
集
』（
木
版
本
と
石
版
本
が
あ
り
、

更
に
着
彩
の
本
と
そ
う
で
な
い
本
と
が
あ

る
が
、
内
容
は
同
じ
）
で
あ
る
が
、
一

年
祭
の
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
八
月

に
息
男
阪
匡
身
の
名
に
お
い
て
成
っ

た
全
五
巻
五
冊
の
『
樅
屋
全
集
』（
非
売
品
）
が
存
す
る
。

一　
『
樅
屋
全
集
』
と
問
題
点
の
所
在

『
樅
屋
全
集
』
は
、
総
頁
二
三
九
四
頁
の
活
版
で
あ
り
、
編
者
自
跋
に

　

此
の
全
集
に
収
め
た
る
短（

マ
ヽ
）歌

は
壱
万
六
百
四
十
余
首
（
文
章
中
に
あ
る
分
は
除

く
）
の
多
き
に
上
り
、
長
歌
は
百
三
十
五
首
（
文
章
中
の
分
は
同
じ
く
除
く
）
今

様
、
新
体
詩
、
唱
歌
、
軍
歌
、
琵
琶
歌
の
類
は
百
十
七
首
に
し
て
、
文
章
は

百
三
十
七
篇
で
あ
り
ま
す
が
、
父
は
興
に
触
れ
又
人
の
依
頼
に
応
じ
て
、
直
ち

に
筆
を
執
り
て
懐
を
述
べ
、
稿
を
留
め
ず
し
て
送
り
も
し
又
与
へ
も
す
る
こ

と
ゝ
て
、
稿
本
の
無
き
も
の
甚
だ
多
き
た
め
、
此
の
全
集
に
漏
れ
た
る
も
の
沢

山
あ
り
ま
す
の
で
、
名
は
全
集
と
申
し
な
が
ら
、
決
し
て
此
れ
に
て
尽
き
た
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。 

（
漢
字
は
現
在
通
行
字
体
に
改
め
た
）

阪
正
臣
研
究
（
承
前
）

―
『
樅
屋
全
集
』
拾
遺
補
正

―

八　

木　

意 

知 

男

図版①
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と
あ
る
。
こ
れ
は
要
す
る
に
『
樅
屋
全
集
』（
以
下
、
単
に
『
全
集
』
と
称
す
）
が
阪
正

臣
の
全
作
品
を
網
羅
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
遺
漏
が
あ
り
、『
全
集
』
は
一
応
の
目

処
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
事
実
、
明
ら
か
に
彼
の
作
品
で
あ
り
乍
ら
、
こ

れ
を
『
全
集
』
に
照
合
す
る
と
未
収
の
事
が
あ
る
。
極
端
に
謂
え
ば
『
三
拙
集
』
も

『
全
集
』
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
は
已
む
を
得
な
い
事
で
あ
る
。
正
臣
は
数
多
く
の
歌
を
詠
み
、
文

を
書
き
、
そ
し
て
人
人
に
与
え
て
い
る
。
そ
の
一
々
を
跡
追
う
こ
と
は
本
人
で
も
不

可
能
に
近
い
。
如
何
に
生
前
の
本
人
が
整
理
し
て
い
た
と
し
て
も
、
で
あ
る
。
ま
し

て
歿
後
に
そ
れ
を
為
す
こ
と
は
至
難
の
事
と
な
る
。
残
さ
れ
た
道
は
、
そ
れ
と
気
付

い
た
者
が
丹
念
に
拾
遺
補
正
す
る
事
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
此
度
稿
と
し
た
の
は
、
た
ま
〳
〵
手
許
に
架
蔵
す
る
歌
集
類
か
ら
正
臣

の
歌
文
を
拾
い
出
し
、
提
示
す
る
作
業
に
他
な
ら
な
い
。
条
幅
・
短
尺
の
類
は
、
此

度
は
対
象
と
し
な
い
。
ま
た
歌
集
の
簡
単
な
説
明
を
付
し
た
の
は
向
後
の
便
の
為
で

あ
る
し
、
幾
本
か
に
つ
い
て
図
版
を
挿
し
た
の
は
現
時
点
で
手
許
に
架
蔵
す
る
証
の

為
で
あ
る
。二　

拾
い
出
し
作
業

拾
い
出
し
に
つ
き
、
そ
の
紹
介
は
、
便
宜
上
、
Ａ
和
歌
部
・
Ｂ
序
文
部
・
Ｃ
墨
跡

（
浄
書
）
部
に
分
別
す
る
。
ま
た
、
以
下
の
要
領
に
よ
る
。

⑴ 　

対
象
と
し
た
歌
集
等
に
便
宜
上
通
し
番
号
を
付
し
た
。
順
番
は
年
代
の
古
い

順
で
あ
る
。

⑵ 　

明
治
期
の
本
の
特
色
と
も
言
う
可
く
、
例
え
活
版
で
あ
っ
て
も
変
体
仮
名
が

多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
現
在
通
行
字
体
に
改
め
た
。

⑶　

漢
字
は
原
則
と
し
て
現
在
通
行
字
体
に
改
め
た
。

⑷ 　

片
仮
名
「
ハ
」「
ミ
」
等
は
そ
の
ま
ゝ
に
残
し
た
。
ま
た
、送
り
仮
名
は
本
の

マ
ヽ
で
あ
る
。

⑸　

多
く
の
本
が
非
売
品
で
あ
る
故
、
そ
の
点
に
関
す
る
付
記
は
し
な
い
。

⑹ 　

詠
者
名
表
記
は
原
則
と
し
て
本
の
マ
ヽ
で
あ
る
。
故
に
姓
に
「
大
江
」「
阪
」

「
坂
」
の
三
様
表
記
が
混
在
す
る
。

⑺ 　

各
歌
の
左
注
に
『
樅
屋
全
集
』・『
三
拙
集
』
の
入
集
情
況
を
付
記
し
た
が
、

「
全
二
五
〇
」
と
し
た
の
は
『
樅
屋
全
集
』
二
五
〇
頁
、「
拙
二
五
オ
」
と
し
た

の
は
『
三
拙
集
』
二
十
五
丁
オ
モ
テ
、「
全
ナ
シ
」
と
し
た
の
は
『
樅
屋
全
集
』

に
見
当
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。さ
ら
に
左
注
に
は
語
句
の
異
同
も
示
し
た
。

Ａ
和
歌
部

1
『
新年

勅
題
歌
集　

全
』

い
つ
の
頃
か
ら
『
勅
題
和
歌
集
』
が
つ
く

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
不
明
。
本
書

は
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
一
月
の
御
歌

会
始
の
勅
題
和
歌
を
一
冊
に
ま
と
め
て
同

年
十
二
月
に
刊
行
し
た
も
の
。大
塚
真
彦
・

橋
本
信
行
編
輯
、
橘
道
守
校
閲
、
金
花
堂

佐
太
郎
発
行
。
多
田
親
愛
・
大
谷
光
尊
・

鶴
久
子
・
間
宮
八
十
子
・
佐
佐
木
弘
綱
・
村
上
忠
順
等
の
名
も
見
え
る
。

和
装
活
版
。
正
臣
は
こ
の
年
二
十
八
歳
、
三
月
に
上
京
し
忠
愛
社
入
社
。

故
に
詠
者
名
の
「
横
須
賀
」
は
愛
知
県
。

　
　

河
水
久
澄 

横
須
賀
坂　

正
臣　
　

天
雲
の
影
さ
や
か
な
る
五
十
鈴
川
神
代
よ
り
杜
か
く
は
澄
ら
め

　
　
　
「
全
二
三
五
」。『
全
集
』
で
は
無
年
月
。
こ
れ
に
よ
り
確
定
す
る
。

2
『
邦
光
社
歌
会　

第
二
集
』（
明
治
二
十
二
年
九
月
）　
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3
『
邦
光
社
歌
会　

第
三
集
』（
明
治
二
十
三
年
九
月
）

4
『
邦
光
社
歌
会　

第
四
集
』（
明
治
二
十
四
年
八
月
）

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
九
月
邦
光
社

京
都
の
第
一
回
大
歌
会
が
催
さ
れ
た
。
そ

の
第
二
回
・
第
三
回
・
第
四
回
の
歌
集
。

「
邦
光
社
」は
従
来
の
歌
道
結
社
が
と
も
す

れ
ば
風
紀
紊
乱
に
堕
す
る
を
嘆
く
と
共

に
、
歌
道
振
興
を
目
的
と
し
て
大
同
団
結

し
た
全
国
歌
道
結
社
。
京
都
・
大
阪
・
愛

知
等
に
組
織
さ
れ
た
。
伏
見
稲
荷
大
社
宮
司
近
藤
芳
介
が
中
心
に
呼
び
か

け
た
も
の
で
、
宮
中
女
官
や
御
歌
所
の
面
々
も
参
加
し
た
。

こ
こ
で
は
表
記
三
集
を
対
象
と
す
る
が
、
何
れ
も
著
作
者
兼
発
行
者
は
遠

藤
千
胤
、
印
刷
者
は
北
村
四
郎
兵
衛
。
石
版
摺
和
装
本
。

兼
題
と
当
座
通
題
と
の
二
部
構
成
。
第
二
集
兼
題
は
「
春
曙
」、第
三
集
兼

題
は
「
花
下
言
志
」、
第
四
集
兼
題
は
「
春
山
月
」。
会
に
は
晃
親
王
・
朝

彦
親
王
・
文
秀
女
王
が
参
加
。
正
臣
は
御
歌
所
に
入
る
。

　
　
　

春　

曙 
阪　

正
臣　

う
ち
ひ
さ
す
都
の
空
の
い
つ
も
あ
れ
と
山
の
は
か
す
む
春
の
曙

　
　
　
「
全
三
二
〇
」。『
全
集
』
は
初
句
「
な
づ
か
し
き
」
に
つ
く
る
。

　
　

花
下
言
志 

阪　

正
臣　

梅
花
さ
け
る
か
き
り
の
春
の
日
を
あ
そ
ひ
く
ら
さ
ん
こ
の
も
せ
に
し
て

　
　
　
　
「
全
三
五
七
」。『
全
集
』
は
初
句
「
さ
く
ら
ば
な
」
に
つ
く
る
。

　
　

春
山
月 

阪　

正
臣　

花
な
ら
ぬ
梢
も
し
ろ
し
山
の
は
を
い
ま
か
い
つ
ら
ん
春
の
よ
の
月

　
　
　
「
全
三
九
三
」。

5
『
新
年
勅
題

詠
進
歌
集
四
編　

全
』

本
書
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
一
月

十
八
日
の
宮
中
御
歌
会
始
の
勅
題
「
寄
国

祝
」
を
以
て
事
前
に
一
般
に
公
募
し
、
同

年
六
月
に
出
版
し
た
も
の
。
編
集
者
は
橘

道
守
、
発
行
所
は
椎
本
吟
社
、
和
装
活
版
。

な
お
、
こ
の
応
募
作
品
中
の
高
得
点
歌
は

椎
本
吟
社
『
明
治
歌
集
巻
八
』
に
収
め
た
。

　
　

寄
国
祝 

東
京
赤
坂
溜
池
榎
坂
町
坂　

正
臣　

　

万
代
も
一
代
の
こ
と
し
お
ほ
き
み
の
ひ
つ
き
み
た
れ
ぬ
あ
し
は
ら
の
く
に

　
　
　
　
「
全
三
五
一
」。

6
雑
誌
『
歌
学
』
第
一
〜
第
四
号

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
三
月
、
久
米

幹
文
・
小
中
村
義
象
・
落
合
直
文
を
監
督
、

金
子
富
太
郎
・
佐
野
鉚
次
を
幹
事
と
し
て

「
歌
学
会
」
が
発
足
し
、
毎
月
に
『
歌
学
』

誌
が
東
京
堂
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
阪
正
臣

は
少
く
と
も
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で

「
歌
会
式
（
承
前
）」
な
る
稿
を
連
載
す
。

第
一
号
「
歌
範
」
部

　
　
　

竹
裏
鶯 

坂　

正
臣　

　

花
か
け
は
人
く
と
な
き
て
う
く
ひ
す
の
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
竹
の
は
や
し
に

　
　
　
　

  「
全
三
九
二
」。
た
だ
し
『
全
集
』
は
明
治
廿
四
年
分
と
す
。
な
お
、
こ

の
歌
は
海
上
胤
平
『
歌
学
会
歌
範
評
論
』（
明
治
廿
六
年
四
月
、
一
本

社
）
に
も
出
。
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第
二
号
「
歌
範
」
部

　
　
　

阿
仏
尼 

阪　

正
臣　

　

今
も
な
ほ
世
に
か
ゝ
や
き
ぬ
い
さ
よ
ひ
の
月
に
わ
け
つ
る
道
し
は
の
つ
ゆ

　
　
　
　

  「
全
三
九
七
」。「
拙
六
〇
オ
」。
た
だ
し
『
三
拙
集
』
は
第
二
句
を
「
世

に
そ
か
ゝ
や
く
」
に
つ
く
る
。『
全
集
』
は
明
治
廿
四
年
分
と
す
。

第
三
号
「
雑
録
」
部
、
浪
花
津
会
（
四
月
廿
五
日
）
報
告

　
　
　

故
正
一
位
藤
公
を
忍
ひ
て
春
露

　
　
　

と
い
ふ
こ
と
を 

正
臣　

　

春
こ
と
に
な
み
た
の
露
の
か
く
れ
は
や
御
墓
の
こ
け
の
色
ま
さ
る
ら
む

　
　
　
　

  「
全
四
一
七
」。
た
だ
し
『
全
集
』
は
第
三
句
「
か
ゝ
れ
ば
や
」、第
四
句

「
御
墓
の
夢
の
」
に
つ
く
る
。

7
『
た
む
け
く
さ
』

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
十
月
二
日
、

慈
眼
大
師
天
海
の
二
五
〇
回
遠
忌
が
修
さ

れ
、
日
光
山
輪
王
寺
（
門
跡
権
大
僧
正
彦
坂

諶
厚
）
の
廟
前
に
て
講
頌
式
が
催
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
式
後
に
も
手
向
草
が

五
〇
〇
〇
余
首
よ
せ
ら
れ
る
に
及
ん
で
こ

れ
を
一
冊
と
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
熾

仁
親
王
・
晃
親
王
の
題
字
を
備
う
。
編
輯
兼
発
行
者
太
田
純
融
（
輪
王
寺
執

事
）、
発
行
所
輪
王
寺
々
務
所
。
和
装
活
版
。

　
　
　

夜　

雨 

正
臣　

　

た
き
つ
せ
の
お
と
こ
そ
ま
さ
れ
二
荒（

マ
ヽ
）山

ふ
る
と
し
も
な
き
よ
は
の
雨
に
も

　
　
　
　
「
全
ナ
シ
」・「
拙
ナ
シ
」。
妻
「
坂
和
か
な
」
名
詠
歌
も
有
り
。

8
『
八
桑
枝
集
』

明
治
二
十
六
年（
一
八
九
三
）四
月
十
七
日
、

三
重
県
桑
名
郡
桑
名
町
に
鎮
座
す
る
県
社

桑
名
神
社
の
正
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
た
。
次

い
で
同
月
十
九
日
廿
日
の
両
日
祝
祭
が
催

さ
れ
、そ
れ
に
合
わ
せ
て
兼
題
「
社
頭
祝
」

に
て
和
歌
の
奉
納
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ

を
刷
り
巻
と
し
た
の
が
『
八
桑
枝
集
』
一

冊
で
あ
る
。
御
巫
清
直
・
福
羽
美
静
・
井
上
頼

等
の
名
が
見
え
る
。
和

装
活
版
。
編
輯
兼
発
行
者
不
破
造
酒
三
郎
、
印
刷
者
後
藤
安
兵
衛
、
発
行

所
桑
名
社
々
務
所
、明
治
二
十
六
年
十
一
月
出
版
。
正
臣
は
今
様
を
寄
す
。

　

  

き
み
と
民
と
の
中
臣
の
。
神
の
ま
も
り
も
い
や
堅
き
。
磐
根
に
た
つ
る
真
柱
の
。

ゆ
る
き
は
あ
ら
し
八
洲
国
。

　
　
　
　
「
全
ナ
シ
」・「
拙
ナ
シ
」。

9
『
あ
り
そ
の
玉
藻
』

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）、愛
知
鳴
海
在
の
季
流
加
藤
正
道
（
加
藤
鑒
一

の
父
）
が
六
秩
を
迎
え
た
の
を
祝
う
詩
歌
集
。「
寄
海
」
題
と
「
還
暦
」
題

の
二
部
構
成
。
加
藤
鑒
一
の
著
作
兼
発
行
、印
刷
は
真
盛
社
（
山
田
真
武
）、

明
治
二
十
六
年
十
一
月
発
行
、
和
装
活
版
。
正
臣
は
「
大
江
正
臣
」
名
に

て
序
文
も
記
す
（「
全
二
二
三
三
」）。
ま
た
、
室
わ
か
な
（
若
菜
、
二
宮
厳
橿

二
女
）
の
詠
も
あ
り
。

 

華
族
女
学
校
教
授
坂　

正
臣
東
京
市　

　
　

寄
海　

お
い
の
な
み
よ
る
と
も
見
え
す
な
る
み

き
し
の
松
風
ち
よ
は
呼
へ
と
も

還
暦　

お
く
し
も
を
し
の
き
て
咲
き
し
翁
草
ま
た
わ
か
く
さ
に
か
へ
る
は
る
か
な

　
　
　
　
「
全
ナ
シ
」・「
拙
ナ
シ
」。
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10
『
内
外
詠
史
歌
集
』
二
冊

明
治
二
十
八
年（
一
八
九
五
）、税
所
敦
子
に
よ
っ
て
編
輯
さ
れ
、明
治
三
十
八

年
（
一
九
〇
五
）
に
税
所
徳
子
に
よ
っ
て
再
版
さ
れ
た
詠
史
和
歌
集
。
正
臣

以
外
に
高
崎
正
風
や
鎌
田
正
夫
等
御
歌
所
の
人
々
の
名
が
認
め
ら
れ
る
。発

行
者
は
延
昌
松
井
総
兵
衛
、
印
刷
は
秀
英
舎
第
一
工
場
、
和
装
活
版
。

　
　
　

王　

仁 

正
臣　
　

　

あ
り
な
れ
の
か
わ
底
深
く
ひ
そ
み
つ
る
わ
に
も
い
て
き
て
仕
へ
け
る
哉

　
　
　
　
「
全
四
一
三
」。『
全
集
』
は
明
治
廿
五
年
三
月
「
御
会
兼
題
」

　
　
　

在
原
業
平 

正
臣　
　

　

う
き
な
の
み
世
に
な
か
し
ゝ
や
あ
く
た
川
か
へ
り
て
深
き
心
な
る
ら
ん

　
　
　
　
「
全
二
六
九
」。『
全
集
』
は
明
治
廿
一
年
三
月
「
御
歌
会
兼
題
」。

　
　
　

巨
勢
金
岡 

正
臣　
　

　

こ
せ
山
の
つ
は
き
の
花
の
八
千
代
ま
て
に
ほ
ひ
の
こ
れ
る
筆
の
あ
と
哉

　
　
　
　
「
全
三
一
六
」。『
全
集
』
は
明
治
廿
二
年
三
月
「
御
歌
会
兼
題
」。

　
　
　

紫
式
部 

正
臣　

　

む
ら
さ
き
の
一
本
ゆ
ゑ
に
日
の
本
の
こ
と
は
の
そ
の
は
色
ま
さ
り
け
り

　
　
　
　
「
全
三
六
四
」、「
拙
六
〇
オ
」。『
全
集
』
は
明
治
廿
三
年
七
月
「
御
兼
題
」。

11
『
竹
の
し
つ
く
』

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
四
月
、
山
階

宮
晃
親
王
霊
前
へ
の
献
詠
歌
集
。兼
題「
春

月
幽
」。
巻
首
歌
小
松
宮
彰
仁
親
王
・
文
秀

女
王
・
賀
陽
宮
邦
憲
法
王
妃
好
子
。
明
治

三
十
一
年
六
月
発
行
、
編
輯
兼
発
行
者
常

善
広
田
金
兵
衛
、
和
装
活
版
。

 

御
歌
所
寄
人
坂　

正
臣　

　

朧
夜
の
月
の
空
に
も
さ
や
け
き
は
仰
き
な
れ
に
し
み
か
け
也
け
り

　
　
　
　
「
全
四
二
八
」。

12
『
や
ま
と
に
し
き
』

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
一
月
に
編
輯

者
石
榑
辻
五
郎
（
千
亦
）、選
者
佐
々

（
マ
ヽ
）木

信

綱
、
発
行
所
こ
ゝ
ろ
の
華
発
行
所
、
に
て

発
行
さ
れ
た
活
版
洋
装
本
。「
四
季
の
う

た
」
部
と
「
く
さ
〴
〵
の
歌
」
部
の
二
部

構
成
。
高
﨑
正
風
・
小
出
粲
・
伊
東
祐
命
・

大
口
鯛
二
・
金
子
元
臣
・
税
所
敦
子
・
正

岡
子
規
・
川
田
順
・
與
謝
野
鐵
幹
・
本
居
豊
穎
・
中
島
歌
子
・
小
杉
榲
邨
・

福
羽
美
静
・
岩
倉
具
視
等
々
の
名
が
見
え
る
。

　
　
　

暁
落
花 

坂　

正
臣　

　

袖
の
上
に
ち
り
く
る
花
ハ
ほ
の
見
え
て
あ
か
つ
き
く
ら
し
森
の
し
た
道

　
　
　
　

  「
全
ナ
シ
」「
拙
十
六
オ
」。
た
だ
し
、『
三
拙
集
』
に
は
無
題
・
無
年
紀

な
り
。
故
に
、
こ
れ
に
て
こ
の
歌
の
詠
作
年
代
が
確
定
す
る
。

13
『
雪
の
し
ら
ゆ
ふ
』

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
二
月
八
日
、京
東
山
某
楼
に
於
て
向
陽
会
主

催
近
藤
芳
介
五
十
日
祭
献
詠
歌
会
（
遺
族
代
表
近
藤
久
敬
）
あ
る
に
、
兼
題

「
春
雪
」。

巻
首
歌
は
文
秀
女
王
・
好
子
殿
下
（
邦
憲
王
妃
）。
編
集
兼
発
行
者
山
本
彦

兵
衛
、
印
刷
者
石
田
有
年
、
石
版
摺
和
装
。

 

従
七
位
坂　

正
臣　

　

雪
ふ
か
き
お
く
つ
き
と
こ
ろ
た
つ
ね
き
て
は
ら
へ
ハ
ミ
ゆ
る
は
る
の
わ
か
く
さ
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「
全
四
四
七
」。

14
『
秋
の
寄（

よ
す
が
）處』

裁
判
官
か
ら
公
証
人
を
歴
任
し
た
蓼
屋
杉
野
興
宗
が
先
考
杉
野
英
知
（
肥

前
神
埼
郡
人
）
の
五
十
年
祭
を
斎
行
す
る
に
就
き
、詩
歌
を
人
々
に
願
い
求

て
一
巻
と
し
て
霊
前
に
手
向
け
た
も
の
。
兼
題
「
秋
懐
旧
」・「
笛
」。
編
集

兼
発
行
者
杉
野
興
宗
、
印
刷
所
活
版
製
造
周
拡
合
資
会
社
（
戸
塚
成
音
）、

和
装
活
版
。
発
行
は
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
十
月
。

　
　
　

秋
懐
旧 

従
六
位
坂　

正
臣　

　

秋
く
れ
は
よ
そ
へ
て
君
を
を
し
む
哉
移
ろ
ふ
菊
に
お
つ
る
紅
葉
に

　
　
　
　
「
全
ナ
シ
」・「
拙
ナ
シ
」。

15
『
椿
華
集
』

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
四
月
、
紀
国

那
賀
郡
人
靖
軒
中
尾
純
（
字
は
公
純
、
別
号

桃
源
幽
人
）の
古
稀
の
寿
筵
が
設
け
ら
れ
た

折
に
寄
せ
ら
れ
た
詩
歌
類
を
一
冊
に
纏
め

た
集
。
編
輯
発
行
人
は
中
尾
準
一
郎
、
印

刷
は
大
阪
国
文
社
。
和
装
活
版
。
明
治

四
十
三
年
五
月
刊
。

　
　
　

賀
桃
源
幽
人
古
稀
齢

 

御
歌
所
寄
人
従
五
位
阪　

正
臣
東
京　

　

も
ゝ
の
花
う
つ
る
小
川
の
み
な
も
と
に
三
千
世
の
春
を
契
り
て
や
す
む

　
　
　
　
　
「
全
ナ
シ
」・「
拙
ナ
シ
」。

16
『
松
の
み
ど
り
』

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
十
月
、
大
阪

住
の
朗
斎
辻
直
方
が
古
稀
を
迎
え
た
祝
賀

の
為
に
編
ま
れ
た
歌
集
。

辻
直
方
は
鳥
取
池
田
候
に
仕
え
る
家
に
生

る
。
京
に
あ
り
し
折
、
コ
レ
ラ
病
流
行
時

東
福
寺
が
臨
時
避
病
院
と
な
っ
た
が
、
病

終
息
後
消
毒
を
提
言
す
る
も
及
ば
ず
、
使

用
畳
一
千
余
枚
を
焼
棄
し
た
り
由
良
川
の
開
鑿
を
な
し
た
。

当
該
歌
集
は
辻
武
美
の
編
集
兼
発
行
、
大
阪
黒
田
印
刷
所
印
刷
、
和
装
活

版
。
発
行
は
大
正
二
年
四
月
。

 

従
五
位
阪　

正
臣　

　

敷
島
の
道
の
辻
う
ら
ま
さ
し
く
も
君
は
千
と
せ
を
へ
む
と
の
り
て
き

　
　
　
　
「
全
八
八
二
」。『
全
集
』
は
明
治
四
十
四
年
十
二
月
。

　
　
　

夏
鳥 

阪　

正
臣　

　

夏
も
な
ほ
か
れ
枝
み
え
て
あ
を
鷺
の
声
か
し
ま
し
き
川
そ
ひ
の
も
り

　
　
　
　
「
全
ナ
シ
」・「
拙
ナ
シ
」。

　
　
　

寒
草 

同
人　
　
　

　

栄
ゆ
へ
き
春
ま
つ
の
け
に
霜
さ
け
て
か
れ
ぬ
草
葉
も
寒
き
い
ろ
か
な

　
　
　
　
「
全
ナ
シ
」・「
拙
ナ
シ
」。

17
『
亀
戸
神
社
献
詠
集
』

東
京
亀
戸
神
社
が
月
次
二
十
五
日
に
、
天
満
宮
の
故
を
以
て
献
詠
歌
を
公

募
し
た
も
の
。
題
者
及
び
点
者
は
御
歌
所
参
候
遠
山
英
一
。
こ
こ
に
採
り

上
げ
た
る
は
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
分
。
同
社
々
務
所
発
行
。

一
月　

新
年
氷 

従
五
位
坂　

正
臣　
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こ
と
し
よ
り
こ
ゝ
ろ
は
も
た
む
わ
か
み
つ
の
氷
の
あ
つ
く
堅
き
こ
と
く
に

　
　
　
　
「
全
ナ
シ
」・「
拙
ナ
シ
」。

　
　
　

三
月　

月
前
梅 

阪　

正
臣　

　

つ
き
か
け
に
か
の
み
さ
や
け
く
に
ほ
ふ
か
な
く
れ
な
ゐ
色
の
梅
の
花
そ
の

　
　
　
　
「
全
ナ
シ
」・「
拙
ナ
シ
」。

18
『
日
光
東
照
宮

三
百
年
祭　

献
詠
歌
集
』

日
光
東
照
宮
の
三
百
年
祭
に
際
し
て
、
兼
題

「
社
頭
水
」
に
て
公
募
さ
れ
た
歌
の
集
。
正

臣
は
、鎌
田
正
夫
・
大
口
鯛
二
・
加
藤
義
清
・

遠
山
英
一
等
御
歌
所
関
係
者
と
共
に
選
者

も
つ
と
め
た
。大
正
五
年（
一
九
一
六
）三
月

発
行
の
本
書
は
、大
日
本
歌
道
奨
励
会
栃
木

支
部（
宇
都
宮
市
）
の
宮
本
和
一
が
発
行
兼
編

輯
人
。発
行
所
も
同
支
部
、
印
刷
は
三
共
社
印
刷
所（
宇
都
宮
市
）、
和
装
活
版
。

 

御
歌
所
寄
人
従
五
位
勳
五
等
坂　

正
臣　

　

ふ
た
ら
や
ま
み
た
ら
し
さ
む
し
み
ね
の
ゆ
き
と
け
て
い
は
ね
を
つ
た
ひ
き
ぬ
ら
む

　
　
　
　
「
全
ナ
シ
」・「
拙
ナ
シ
」。

19
『
乃
木
神
社
献
詠
歌
集
』

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
年
十
一
月
、
創
祀

さ
れ
て
間
も
な
い
京
伏
見
桃
山
の
乃
木
神

社
に
献
詠
披
講
式
が
斎
行
さ
れ
た
。
こ
の

献
詠
は
兼
題
「
紅
葉
」
で
あ
り
、
競
点
歌

点
者
に
は
坂
正
臣
・
大
口
鯛
二
・
尾
上
八

郎
等
十
名
が
あ
た
っ
た
。
こ
の
折
の
献
詠

歌
を
一
冊
に
ま
と
め
た
の
が
本
書
で
、
大
正
六
年
五
月
発
行
。
編
輯
兼
発

行
者
は
西
沢
信
太
郎
、
発
行
は
乃
木
神
社
献
詠
会
、
和
装
活
版
。

 

正
（
マ
ヽ
）五
位
勲
五
等
坂　

正
臣　

　

う
ゑ
わ
た
す
い
か
き
の
紅
葉
秋
毎
に
神
の
み
い
つ
と
共
に
て
る
ら
む

　
　
　
　
「
全
一
〇
八
二
」。

20
『
玉
藻
集
』

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）、
古
稀
を
迎
え
た
玉
置
源
太
郎
（
旧
広
島
藩
士
、
東

京
国
文
社
々
長
）
を
祝
す
祝
賀
帳
。
和
歌
・
俳
句
・
漢
詩
・
祝
詞
を
書
画
と

共
に
編
纂
印
刷
し
た
も
の
。
大
正
六
年
九
月
発
行
。

編
纂
兼
発
行
者
大
瀧
由
次
郎
（『
樅
屋
全
集
』
の
印
刷
者
）、
印
刷
所
東
京
国

文
社
、
活
版
。
与
謝
野
晶
子
・
末
松
謙
澄
等
の
名
見
え
た
り
。

　
　
　

寄
玉
祝 

御
歌
所
寄
人
従
五
位
阪　

正
臣　

　

み
す
ま
る
の
ち
い
ほ
よ
ろ
つ
の
よ
を
へ
て
も
た
え
ぬ
は
き
み
か
玉
の
を
に
し
て

　
　
　
　
「
全
一
〇
七
五
」。『
全
集
』
は
題
を
「
寄
国
祝
」
と
す
る
が
誤
植
な
ら
ん
。

Ｂ
序
文
部

21
『
紀
元
節
歌
の
解　

全
』

『
樅
屋
全
集
』
巻
五
、二
二
〇
三
頁
に
「
紀

元
節
歌
に
就
て　

代
高
崎
正
風
翁
」
な
る

一
文
を
備
う
。
こ
の
文
は
、
先
ず
文
部
大

臣
森
有
礼
に
献
ぜ
ら
れ
、
森
大
臣
の
「
本

編
ノ
如
キ
ハ
方
今
ノ
一
大
好
書
ト
存
ス
ニ

付
速
ニ
御
刊
行
行
希
望
ス
」
な
る
言
を
承

け
て
、明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
六
月
に
阪
正
臣
筆
記
と
て
出
版
発
行

さ
れ
た
『
紀
元
節
歌
の
解　

全
』
一
冊
に
該
当
す
る
。
す
な
わ
ち
、
高
﨑
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正
風
の
口
授
を
阪
正
臣
が
筆
記
し
て
成
っ

た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
本
の
書
誌
概
要
は
、
次
の
如
し
。

　

  

タ
テ
２
２
５
粍
×
ヨ
コ
１
４
６
粍
、

楮
紙
袋
綴
、
全
十
七
丁
。
文
部
大
臣

森
有
礼
書
翰
、
従
四
位
勲
三
等
男
爵

高
﨑
正
風
の
序
（
正
臣
筆
）
を
備
う
。

版
心
は

　

 　

紀
元
節
歌
の
解 

三
清
書
屋
蔵
版

　
 

と
あ
る
。
匡
郭
内
に
一
面
九
行
、
一

行
あ
た
り
十
六
字
の
活
版
。
漢
字
仮

名
交
り
文
、総
ル
ビ
。
含
図
版
二
葉
。

さ
て
、
彼
此
の
本
文
を
引
き
較
べ
て
見

る
と
、
句
読
点
の
違
い
や
漢
字
と
仮
名
の

違
い
等
は
別
し
て
も
、
次
の
如
き
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
送
り
仮
名
等
は
無
視

し
た
。

全
集
頁 

全
集
行 

全
集
本
文 

紀
元
節
歌
の
解
本
文

二
二
〇
三 

5 

む
か
し
に
し○

て 

む
か
し
に
て

 

6 

皇
子
諸
功
臣 

皇○

后○

皇
子
諸
功
臣

二
二
〇
四 

15 

給
ひ
ぬ 

給
ひ
き○

二
二
〇
六 

10 

鳥
取
の
山
中
に 

鳥
見○

の
山
中
に

二
二
〇
七 

11 

宝
祚
隆
え
ま
さ
ん 

宝
祚
の○

隆
え
ま
さ
ん

 

12 

御
鏡
を
見
る
こ
と
は 

御
鏡
を
視○

る
こ
と
は

二
二
〇
八 

4 

一
事
あ
る
時
に
は 

一
朝○

事
あ
る
時
に
は

 

5 

氏
に
お
へ
る 

氏
と○

名
に
お
へ
る

 

7 

狂
暴
禁
む
る○

と
て 

狂
暴
を○

禁
む
と
て

 

8 

を
教
へ
導
き
し
か
ば 

と○

教
へ
導
き
し
か
ば

二
二
〇
九 

1 

い
か
で
か
は
む
か
し
を 

い
か
で
か
亦○

た○

む
か
し
を

 

5 

よ
ろ
づ
の
国
ぞ 

よ
ろ
づ
の
国
に○

 

8 

天
壌
と
無
窮 

  

天
壌
と
無
究○

（
八
木
注「
無
窮
」

は
全
て
「
無
究
」
に
つ
く
る
）

二
二
一
〇 

12 

聞
え
た
る
国
な
り
。
又
い 

聞
え
た
る
国
な
り
。
工○

芸○

美○

 
 

へ
ら
く
、 

  

術○

も○

、
勉○

め○

ざ○

る○

可○

ら○

ざ○

る○

な○

り○

。
ま
た
い
へ
ら
く
、

22
『
桜
園
集
』
二
冊

尾
張
人
、桜
園
大
島
為
足
の
遺
歌
集
。大

正
五
年
（
一
九
一
六
）
十
一
月
刊
。
著
者
は

故
大
島
為
足
、発
行
者
は
桜
園
社
（
代
表
長

谷
部
愛
治
）、和
装
石
版
摺
。
大
正
五
年「
御

哥
所
寄
人　

坂
正
臣
」
名
に
て
の
序
を
備

う
。「
全
ナ
シ
」、た
だ
し『
全
集
』二
〇
四
二

頁
に
記
事
あ
り
。

桜
園
集
序

し
つ
は
た
帯
の
結
ひ
た
れ
誰
い
ふ
と
な
く
三
粟
の
な
か
の
京
と
も
て
は
や
す
め

る
む
し
ふ
す
ま
名
古
屋
の
中
に
し
き
島
の
道
行
て
人
の
目
し
る
し
と
な
り
言
の

葉
の
茂
り
に
し
け
り
栄
た
る
垣
内
は
と
問
へ
は
空
か
そ
ふ
大
島
為
足
の
大
人
の

花
く
は
し
さ
く
ら
そ
の
を
先
お
よ
ひ
に
折
り
初
む
る
こ
と
な
り
し
を
昨
年
の
秋

の
野
分
に
風
に
こ
の
桜
木
の
吹
き
倒
さ
れ
て
名
た
ゝ
る
園
の
た
ち
ま
ち
に
荒
れ

果
て
た
る
ハ
あ
た
ら
し
と
も
あ
た
ら
し
し
か
ハ
あ
れ
と
も
此
陰
に
お
ほ
し
た
て

ら
れ
し
水
と
り
の
を
し
へ
子
た
ち
の
杣
人
か
手
に
と
る
と
い
ふ
よ
き
か
あ
ま
た

有
り
て
散
り
ほ
へ
り
し
言
の
葉
を
か
き
集
め
え
り
と
ゝ
の
へ
て
か
く
め
て
た
き
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物
と
せ
ら
れ
つ
る
は
嬉
し
と
も
う
れ
し
こ
れ
か
中
に
は
明
治
の
御
代
の
歌
御
会

始
に
大
御
前
に
講
せ
ら
れ
し
も
有
り
ま
た
は
や
く
茂
岳
冬
道
の
翁
た
ち
の
め
て

く
つ
か
へ
ら
れ
し
も
あ
る
へ
く
さ
ら
ぬ
も
い
に
し
へ
に
な
つ
ま
す
今
に
か
た
よ

ら
す
一
ふ
し
人
に
貢
な
り
て
え
な
ら
ぬ
に
ほ
ひ
を
得
ら
れ
し
歌
と
も
な
れ
ハ
桜

木
こ
そ
か
れ
朽
ち
ぬ
れ
其
の
花
は
と
こ
し
へ
に
世
に
伝
は
り
ゆ
か
む
も
の
そ
大

人
か
友
の
中
に
こ
と
に
こ
ゝ
ろ
あ
ひ
な
れ
し
か
ハ
と
て
は
し
か
り
も
の
す
へ
く

か
の
よ
き
を
し
へ
子
た
ち
よ
り
勤
め
ら
る
れ
は
稲
舟
の
い
な
と
は
い
か
て
い
ふ

へ
き
大
正
の
い
つ
と
せ
秋
季
皇
霊
祭
の
ゝ
ち
七
日　
　

御
哥
所
寄
人　

坂
正
臣

し
る
す

23
『
芽
子
垣
内
歌
集
』
二
冊

『
芽
子
垣
内
歌
集
』
と
て
纏
め
ら
れ
て
い
る

二
冊
の
歌
集
は
、『
常
雄
歌
集
』
と
『
大
和

哥
集
』を
謂
う
。
常つ

ね
か
つ雄

は
芽
垣
内
奥
田
主
馬

常
雄
、
別
に
松
園
あ
る
い
は
君
川
と
号
す
。

名
古
屋
の
人
。
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
生

れ
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
歿
す
。
植
松

茂
岳
等
に
国
学
を
学
び
、
和
歌
を
能
く
す
。

大
和
は
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
名
古
屋
に

生
れ
、
奥
田
常
雄
に
嫁
し
、
大
正
九
年

（
一
九
二
〇
）
三
月
に
歿
す
。
和
歌
を
能
く

し
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
の
御
歌

会
始
に
予
選
と
な
る
。
ま
た
絵
画
に
も
巧

み
で
あ
っ
た
。

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
六
月
、
芽
子
垣
内

社
（
大
和
が
主
導
し
た
和
歌
結
社
）
発
行
の

本
書
は
、編
輯
兼
発
行
人
は
恒
川
平
一
。和

装
石
版
摺
。「
御
哥
所
寄
人
従
五
位
勲
四
等

坂
正
臣
」
名
で
「
大
和
歌
集
序
」
を
寄
せ

て
い
る
が
、『
常
雄
歌
集
』
も
『
大
和
哥
集
』

も
版
下
浄
書
は
正
臣
と
見
う
け
ら
れ
る
。

は
た
し
て
し
か
ら
ば『
明
治
天
皇
御
集
』浄

書
と
同
時
期
と
な
る
。

大
和
歌
集
序

わ
か
尾
張
の
国
に
誇
る
へ
き
事
近
き
頃
と
な
り
て
ハ
さ
の
ミ
多
か
ら
す
城
の
上

の
金
の
魚
宮
重
の
さ
と
の
つ
ち
お
ほ
根
な
と
は
所
出
て
む
も
さ
と
ひ
た
る
へ
し

然
る
に
こ
ゝ
に
誇
ら
む
と
す
る
ひ
と
事
有
り
そ
ハ
秋
の
野
の
花
の
つ
か
さ
芽
子

垣
内
の
刀
自
千
町
田
の
奥
田
の
大
和
嫗
か
一
生
の
行
状
に
な
む
嫗
は
名
古
屋
藩

士
と
し
て
千
四
百
石
を
領
せ
し
富
永
氏
の
ま
な
む
す
め
と
生
れ
十
八
歳
の
時
同

藩
な
る
千
二
百
石
の
家
奥
田
常
雄
ぬ
し
に
と
つ
か
れ
き
ぬ
し
は
極
め
て
学
に
篤

く
年
わ
か
く
し
て
あ
ま
た
の
著
述
有
り
そ
の
浄
書
ハ
多
く
嫗
か
筆
に
成
り
き
と

そ
常
雄
ぬ
し
身
ま
か
ら
れ
し
時
は
嫗
か
年
僅
に
廿
七
花
な
ら
は
さ
き
い
て
ゝ
ま

た
二
日
と
も
経
さ
る
ほ
と
な
り
け
り
其
の
中
陰
の
墓
詣
に
髪
う
る
は
し
く
結
ひ

あ
け
き
ぬ
花
や
か
に
着
粧
ひ
恰
も
親
迎
を
受
け
し
新
婦
の
如
く
に
て
い
て
た
ゝ

れ
し
か
は
あ
た
り
の
人
々
驚
き
怪
ミ
且
笑
ひ
且
爪
は
し
き
さ
へ
し
た
り
け
る
に

嫗
ハ
菩
提
寺
に
て
心
静
か
に
翠
の
髪
の
長
や
か
な
る
を
切
り
棄
て
被
き
こ
し
う

ち
掛
の
き
ら
ひ
や
か
な
る
を
脱
き
て
之
を
仏
前
に
手
向
け
荒
々
し
き
木
綿
衣
に

き
か
へ
て
家
に
帰
ら
れ
し
か
ハ
さ
き
に
あ
や
し
ミ
笑
ひ
し
人
々
悔
い
慚
ち
け
り

と
な
む
そ
れ
よ
り
後
は
姿
も
心
も
男
子
と
な
り
す
ま
し
て
還
暦
の
よ
そ
ひ
に
な

る
ま
て
は
い
さ
ゝ
か
も
あ
か
き
色
を
衣
に
そ
へ
ら
れ
さ
り
き
仰
嫗
ハ
大
家
に
生

れ
大
家
に
嫁
か
れ
し
こ
と
ゝ
て
み
つ
か
ら
奉
す
る
こ
と
甚
厚
く
何
時
何
人
い
く

た
り
訪
ひ
ゆ
き
て
も
食
事
に
至
れ
ハ
山
海
の
味
も
て
あ
へ
し
ら
は
る
ゝ
な
ら
ひ
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な
り
き
と
か
か
く
て
嫗
ハ
年
わ
か
く
精
力
の
さ
か
り
な
る
ま
ゝ
に
歌
を
は
茂
岳

千

の
お
き
な
た
ち
に
画
を
は
華
堂
ぬ
し
に
学
ひ
或
ハ
雅
楽
の
笙
を
吹
き
或
ハ

機
織
の
わ
さ
に
い
そ
し
ミ
人
の
思
ひ
及
ハ
さ
る
織
り
か
た
な
と
も
せ
ら
れ
け
り

彼
の
奈
良
朝
の
画
工
か
も
の
せ
し
釈
尊
涅
槃
の
図
を
文
晁
の

に
よ
り
て
ゑ

か
ゝ
れ
た
る
な
と
筆
と
い
ひ
き
ほ
ひ
と
い
ひ
専
門
の
人
も
舌
を
巻
く
な
ら
む
晩

年
に
は
こ
と
に
力
を
後
進
の
士
女
の
教
養
に
致
し
婦
人
国
風
社
を
設
け
ま
た
目

さ
ま
し
会
と
い
ふ
青
年
歌
軍
の
中
に
も
ま
し
り
て
一
方
の
勇
将
た
り
し
也
明
治

四
十
一
年
歌
御
会
始
の
勅
題
詠
進
に
御
前
披
講
の
光
栄
を
荷
ひ
記
念
と
し
て
二

葉
会
と
い
ふ
を
起
し
家
に
て
月
々
開
か
れ
し
か
亡
き
後
ま
て
も
衰
へ
す
か
く
の

こ
と
き
は
世
に
た
く
ひ
多
か
る
人
な
ら
む
や
誠
に
尾
張
の
国
の
ほ
こ
り
な
り
し

を
惜
き
か
な
大
正
十
年
三
月
八
日
八
十
五
歳
に
て
ミ
ま
か
ら
る
浜
の
真
砂
と
数

多
か
る
を
し
へ
子
た
ち
嫗
を
仰
き
慕
ふ
あ
ま
り
に
七
十
年
来
嫗
か
心
血
を
し
ほ

ら
れ
し
言
の
葉
の
百
か
一
つ
な
り
と
も
す
り
ま
き
に
し
て
頒
ち
も
た
ら
ま
ほ
し

と
い
ひ
合
せ
て
選
ひ
整
へ
ら
れ
し
な
む
此
の
冊
な
り
け
る
こ
の
冊
の
哥
の
よ
し

あ
し
ハ
こ
ゝ
ろ
有
る
人
の
一
目
見
ハ
明
か
な
る
へ
き
ま
ゝ
贅
言
せ
す
こ
れ
に
良

人
常
雄
主
の
遺
稿
を
も
合
せ
世
に
公
に
せ
む
と
し
て
嫗
か
を
し
へ
子
た
ち
よ
り

は
し
か
き
の
あ
と
ら
へ
を
受
け
し
ハ
正
臣
に
と
り
て
の
名
誉
そ
と
誇
り
か
に
筆
と

る
時
は
大
正
十
年
五
月
の
は
し
め　
　

御
哥
所
寄
人
従
五
位
勲
四
等
坂　

正
臣

24
『
橿
園
歌
集
』

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
歿
し
た
名
古

屋
熱
田
の
人
、
橿
園
長
岡
秋
道
の
和
歌
集
。

正
臣
は
同
郷
人
と
て
旧
く
よ
り
相
知
れ
る

縁
に
て
「
序
」
を
寄
せ
て
い
る
。
編
輯
兼
発

行
人
長
岡
安
吉
、
印
刷
所
今
泉
石
版
印
刷

所
。和
装
石
版
摺
。大
正
十
三
年（
一
九
二
四
）

十
月
発
行
。

　
　
　
　
「
全
ナ
シ
」

序今
は
昔
庚
戌
の
年
の
宮
中
御
会
始
新
年
雪
と
い
ふ
御
題
を　

い
と
ま
あ
る
と
し

の
始
に
う
れ
し
く
も
ふ
ら
ハ
と
い
ひ
し
雪
そ
ふ
り
け
る　

と
詠
進
し
預
選
の
一

と
な
り
て
明
治
天
皇
昭
憲
皇
后
の
大
御
前
に
講
頌
の
光
栄
を
辱
く
せ
し
歌
の
ぬ

し
長
岡
翁
ハ
尾
張
国
愛
知
郡
熱
田
新
宮
坂
な
る
粟
田
氏
に
生
れ
父
は
徳
太
夫
と

い
ひ
き
翁
幼
名
は
音
熊
ひ
と
ゝ
な
り
て
妥
女
と
称
ふ
秋
道
ハ
実
名
橿
園
は
号
な

り
伯
父
長
岡
豊
足
氏
に
養
は
れ
て
そ
の
家
を
つ
く
家
世
々
熱
田
神
宮
の
ミ
や
人

に
て
養
父
は
こ
と
に
重
職
に
在
り
て
大
宮
司
家
と
親
し
く
翁
は
今
の
千
秋
男
の

父
季
福
君
の
学
友
た
り
き
夙
く
よ
り
植
松
茂
岳
野
村
秋
足
の
両
学
匠
に
就
き
て

ま
な
ひ
哥
よ
む
こ
と
に
も
た
け
ら
れ
き
養
父
は
神
職
中
の

慨
家
と
も
い
ふ
へ

き
人
に
て
熱
田
神
宮
の
伊
勢
の
大
御
神
に
亜
き
て
か
し
こ
く
尊
き
御
や
し
ろ
に

ま
す
こ
と
を
朝
廷
の
あ
き
ら
か
に
知
し
め
さ
れ
ぬ
さ
ま
な
る
を
う
れ
た
み
親
き

林
美
香
と
い
ふ
人
た
ち
と
共
に
こ
れ
を
き
こ
え
あ
け
廟
議
を
動
か
し
社
格
を
昇

せ
む
こ
と
を
は
か
り
屡
京
都
に
ゆ
き
か
ひ
い
た
つ
き
て
久
し
く
す
た
れ
た
り
し

勅
使
の
参
向
を
見
る
に
い
た
り
き
翁
年
わ
か
か
り
し
ほ
と
よ
り
是
等
の
人
に
つ

き
隋
ひ
か
き
つ
く
さ
れ
し
こ
と
多
し
維
新
の
後
は
こ
ゝ
の
権
称
宜
に
任
せ
ら
れ

し
に
宮
司
少
宮
司
の
軋
轢
に
よ
り
終
に
千
秋
家
の
凶
変
を
ひ
き
起
し
翁
も
憤
慨

の
あ
ま
り
潔
く
職
を
辞
し
歌
を
詠
し
大
神
の
ミ
ま
へ
に
さ
ゝ
け
お
き
て
薪
炭
商

と
な
り
ミ
つ
か
ら
車
を
挽
き
て
売
り
あ
り
く
途
に
し
て
敵
党
の
首
に
あ
へ
は
こ

と
さ
ら
に
そ
の
く
る
ま
を
す
り
つ
け
て
た
し
な
ま
め
ら
れ
き
と
そ　

松
か
け
に

車
か
た
よ
せ
休
ら
ひ
て
餅
く
ひ
を
れ
は
物
お
も
ひ
も
な
し　

な
と
よ
ま
れ
し
も

こ
の
こ
ろ
の
事
な
り
け
ら
し
詠
ま
る
ゝ
歌
の
お
も
む
き
も
こ
の
頃
よ
り
い
た
く

か
は
り
天
真
爛
漫
の
も
の
と
な
り
き
明
治
廿
三
年
よ
り
は
熱
田
町
助
役
の
職
に

居
り
十
年
の
あ
ひ
た
い
そ
し
み
て
後
之
を
辞
し
閑
居
吟
詠
を
た
の
し
ミ
と
し
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三
十
六
年
よ
り
ハ
日
課
哥
と
い
ふ
こ
と
を
始
め
日
々
数
首
を
平
直
に
よ
ミ
い
て

病
中
す
ら
こ
れ
を
や
め
す
身
ま
か
ら
る
ゝ
数
日
前
ま
て
つ
ゝ
け
ら
れ
け
り
翁
ハ

半
世
の
不
遇
を
た
ゝ
こ
の
道
よ
り
て
慰
籍
せ
ら
れ
し
も
の
と
い
ふ
へ
し
資
性
剛

直
な
り
し
か
と
も
ま
た
能
く
人
と
和
す
る
所
あ
り
且
至
誠
を
も
て
事
を
処
し
千

秋
家
を
お
も
ふ
こ
と
切
に
し
て
常
に
反
対
派
の
す
き
を
窺
ひ
之
を
覆
し
て
男
爵

を
し
て
か
は
ら
し
め
む
と
図
ら
れ
し
か
と
も
志
つ
ひ
に
成
ら
す
大
正
十
一
年
八

月
十
一
日
名
古
屋
古
渡
の
家
に
ミ
ま
か
ら
る
時
に
年
八
十
な
り
き
同
郷
の
貝
谷

杜
蔭
小
貝
泉
郷
の
両
氏
遺
嘱
を
重
ミ
し
こ
の
集
を
え
ら
ひ
つ
い
て
ら
れ
た
り
こ

の
集
の
外
に
哥
の
こ
と
ま
た
熱
田
の
旧
事
な
と
を
し
る
せ
る
机
上
漫
録
と
い
ふ

も
の
並
に
祝
詞
集
な
と
の
著
あ
り
と
そ
お
の
れ
も
は
や
く
よ
り
知
る
人
に
て
歌

の
ま
と
ゐ
に
う
ち
と
け
か
た
ら
ひ
し
こ
と
あ
れ
ハ
論
者
た
ち
の
す
ゝ
め
に
よ
り

て
小
伝
を
し
る
し
序
の
か
は
り
と
す

　

大
正
十
三
年
五
月
七
日 

坂　

正
臣　

25
『
し
た
も
え
』

御
歌
所
寄
人
で
あ
っ
た
鎌
田
正
夫（
大
正
四

年
十
二
月
歿
）
の
詠
歌
九
三
六
首
を
抜
き
出

し
編
集
し
た
家
集
。
編
者
は
北
里
闌
、
発

行
者
は
北
川
四
良
左
衛
門
、
代
表
発
行
所

は
さ
わ
ら
び
会
。
和
装
活
版
。
大
正
十
三

年
（
一
九
二
四
）
九
月
発
行
。
正
臣
は
「
下

も
え
序
」
を
記
す
。

　
　
　
　
「
全
ナ
シ
」。

下
も
え
序

鎌
田
君
と
正
臣
と
は
同
し
安
政
の
卯
の
と
し
に
生
れ
て
月
日
も
へ
た
ゝ
ら
す
名

さ
へ
に
一
字
は
同
し
か
り
き
さ
れ
ハ
に
や
う
る
は
し
き
友
と
ち
と
な
り
て
明
治

二
十
年
よ
り
大
正
四
年
ま
て
二
十
九
年
か
ほ
と
机
を
並
へ
て
歌
し
ぬ
ひ
し
袂
を

つ
ら
ね
て
そ
ゝ
ろ
あ
り
き
も
し
興
到
り
て
君
画
を
か
け
は
正
臣
こ
れ
に
歌
を
し

る
し
宴
に
列
り
て
正
臣
君
に
酒
を
す
ゝ
む
れ
ハ
君
菓
を
正
臣
に
譲
り
な
と
せ
ら

れ
し
こ
と
ま
た
昨
日
の
や
う
に
お
ほ
ゆ
る
を
君
な
く
て
は
や
十
年
と
ハ
な
り
に

け
り
忘
れ
も
や
ら
す
君
か
や
ま
ひ
の
お
こ
り
し
ハ
今
上
天
皇
御
即
位
大
典
の
後

宮
中
に
て
能
楽
を
天
覧
あ
り
正
臣
も
君
と
並
ひ
て
陪
観
席
に
侍
ら
ひ
し
か
家
に

か
へ
り
て
や
か
て
こ
ゝ
ち
あ
し
く
な
り
に
き
と
そ
君
は
鹿
児
島
藩
の
国
老
の
家

に
生
れ
父
ぬ
し
は
王
事
に
勤
め
し
名
高
き
人
な
り
君
か
歌
に
た
く
ミ
な
り
し
は

天
稟
に
も
あ
る
へ
け
れ
と
ま
た
刻
苦
練
磨
の
然
ら
し
め
し
な
り
御
哥
所
長
た
り

し
高
﨑
正
風
翁
も
鎌
田
氏
の
哥
ハ
日
を
追
ひ
て
進
歩
す
と
歎
賞
せ
ら
れ
し
こ
と

明
治
廿
六
七
年
の
こ
ろ
に
は
い
と
屡
な
り
き
文
字
か
く
こ
と
も
熟
達
せ
ら
れ
て

写
本
な
と
ハ
速
か
に
功
を
卒
へ
ら
れ
き
ゑ
か
く
わ
さ
も
拙
か
ら
す
村
瀬
玉
田
画

伯
に
学
は
れ
し
か
画
伯
の
詞
に
鎌
田
君
の
画
ハ
予
か
門
に
入
ら
れ
さ
り
し
前
既

に
も
の
に
な
れ
き
と
い
ひ
き
を
し
へ
子
を
思
ふ
こ
と
厚
か
り
し
か
は
門
に
入
る

も
の
も
さ
は
に
て
詠
草
を
寄
せ
ま
た
社
を
結
ひ
て
歌
巻
の
え
ら
ひ
を
乞
ふ
も
多

か
り
け
れ
は
夜
毎
に
更
た
く
る
ま
て
懇
に
こ
れ
を
引
直
し
選
ひ
も
せ
ら
れ
こ
の

労
を
な
く
さ
め
む
と
て
酒
を
そ
あ
ま
た
も
の
せ
ら
れ
け
る
あ
は
れ
慕
は
し
き
君

よ
な
つ
か
し
き
友
よ
と
思
ひ
あ
ま
る
時
に
は
か
き
お
か
れ
し
画
の
帖
や
歌
の
短

冊
や
と
り
い
て
ゝ
見
る
に
も
そ
の
数
は
つ
か
な
れ
ハ
遺
稿
な
と
の
す
り
ま
き
と

な
り
て
あ
ら
ま
し
か
ハ
と
思
は
れ
し
に
君
か
を
し
へ
子
の
な
か
に
こ
と
に
す
く

れ
た
る
学
匠
に
し
て
歌
よ
む
こ
と
も
か
い
な
て
な
ら
ぬ
北
里
闌
ぬ
し
か
こ
の
二

と
せ
三
と
せ
ち
ゝ
に
心
を
く
た
き
て
君
の
歌
と
も
を
集
め
も
し
選
ひ
も
せ
ら
れ

て
下
も
え
と
名
つ
け
旧
師
を
思
ふ
心
の
た
く
ひ
な
く
あ
つ
き
北
川
ぬ
し
と
あ
ひ

は
か
り
て
印
刷
せ
し
め
ら
る
ゝ
こ
と
ゝ
な
り
し
ハ
い
と
悦
は
し
く
こ
そ
こ
れ
世

に
い
て
な
は
君
か
教
を
受
け
し
人
々
に
は
こ
よ
な
き
か
た
ミ
と
な
り
さ
ら
ぬ
哥

人
の
た
め
に
も
よ
き
み
ち
ひ
き
と
も
て
は
や
さ
る
へ
し
と
慕
ハ
し
ミ
な
つ
か
し
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ミ
す
る
正
臣
か
こ
ゝ
ろ
を
人
の
う
へ
に
も
お
し
及
ほ
し
て
つ
た
な
き
筆
を
り
つ

　
  

か
け
ま
く
も
か
し
こ
き
日
つ
き
の
み
こ
御
慶
事
あ
ら
せ
ら
れ
み
め
の
宮
と
共

に
い
せ
の
大
ミ
神
拝
ミ
に
京
を
た
ゝ
せ
た
ま
ひ
し
日
み
う
た
と
こ
ろ
に
つ
か

ふ
る

 

坂　

正
臣　
　

Ｃ
墨
跡
（
浄
書
）
部

26
『
六
華
集
』
二
冊

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
継
職
し
た
真
宗
本

願
寺
派
本
願
寺
二
十
一
世
大
谷
光
尊
（
法

名
明
如
）
は
、明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）

に
遷
化
。
こ
の
光
尊
薨
去
後
七
回
忌
辰（
明

治
四
十
二
年
）
に
際
し
て
、
実
質
的
に
は
大

谷
光
瑞
の
妻
籌か

ず
こ子

の
主
導
に
よ
り
光
尊
の

家
集
が
編
ま
れ
た
。『
六
華
集
』
と
い
う
。

『
六
華
集
』
に
は
、
光
尊
が
村
山
松
根
（
薩
摩
人
、
八
田
知
紀
門
）
の
労
に
よ

り
高
﨑
正
風
に
師
事
し
た
縁
に
よ
り
、「
従
二
位
勲
一
等
藤
原
朝
臣
正
風
」

名
の
「
序
」
を
備
う
。『
六
華
集
』
は
和
装
石
版
摺
。
こ
の
版
下
は
阪
正
臣

の
浄
書
で
あ
る
。正
臣
と
光
尊
そ
し
て
籌
子
は
か
ね
て
知
り
合
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
「
全
ナ
シ
」。

27
『
筆
の
ゆ
き
か
ひ
』
上
・
下
二
冊

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
十
一
月
、
四
十
九
歳
の
坂

正
臣
が
関
根
正
直
と
共
著
し
た
書
式
手
本
帖
。
上
巻
に

は
手
紙
文
手
本
三
十
六
、
下
巻
に
は
日
常
書
式
三
十
を

収
め
る
。
赤
坂
区
榎
坂
町
五
番
地
住
の
正
臣
が
筆
者
と

な
り
て
浄
書
し
た
も
の
を
梅
澤
巳
之
助
が
刻
し
た
石
版

摺
、
タ
テ
16
㎝
×
ヨ
コ
24
㎝
の
和
装
横
本
。
日
本
橋
区

の
大
倉
保
五
郎
す
な
わ
ち
大
倉
書
店
発
行
。
表
紙
は
所

謂
手
習
歌
「
難
波
津
に
咲
く
や
こ
の
花
」
歌
に
よ
る
歌

絵
。「
全
ナ
シ
」。

　

大
倉
書
店
は
、
幸
野
梅
嶺
『
梅
嶺
花
鳥
画
譜
』
や
河
鍋
暁
斎
『
暁
斎
画

談
』
を
出
し
た
本
屋
で
あ
る
が
、坂
正
臣
は
上
記
以
外
に
『
女
子
習
字

文
の
山
口
』

（
二
冊
）
も
あ
る
か
。

28
『
新
定
女
子
習
字
帖
』
全
四
冊

本
書
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
タ
テ
23
㎝

×
ヨ
コ
7.5
㎝
の
折
本
形
態
に
て
冨
山
房
か
ら

出
版
さ
れ
た
。編
輯
者
は
冨
山
房
編
輯
部
な
れ

ど
習
字
手
本
筆
者
は
阪
正
臣
な
り
。こ
こ
で
は

巻
四
の
み
を
掲
ぐ
。当
該
帖
に
は
乃
木
希
典
辞

世
歌
等
を
収
む
。

「
全
ナ
シ
」。

29
『
た（

鶴
が
音
）

つ
か
ね
集
』
三
冊

枢
密
顧
問
官
兼
御
歌
所
長
正
二
位
勲
一
等
男
爵
高
﨑
正
風
が
薨
し
た
の
は

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
在
世
中
よ
り
家

図版②
　昭和2年に木版3度
手摺にて出版された
が、昭和 7年には石版
摺普及版も出されて
いる。
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集
上
梓
を
目
指
し
、阪
正
臣
等
の
版
下
浄
書
も
終
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

御
大
葬
と
重
な
り
止
め
置
か
れ
た
。
為
に
「
高
﨑
家
蔵
版
」
と
な
っ
た
。

こ
れ
が
正
風
主
催
の
一
徳
会
等
の
強
い
願
い
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
の
は
大

正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
二
月
、
御
代
が
わ
り
の
直
前
で
あ
っ
た
。

著
作
者
は
故
高
﨑
正
風
、
発
行
者
は
一
徳
会
（
代
表
柴
田
寅
三
郎
）、
発
行

所
は
中
央
歌
道
会
。
和
装
石
版
摺
。
浄
書
は
阪
正
臣
。

巻
軸
に
は

　
　

 

坂
正
臣
か
四
十
一
の
賀
し
け
る
に
袴

に
そ
へ
て
つ
か
は
し
け
る
今
様

は
か
ま
の
ひ
た
の　

数
々
に　

受
く
ら
む

幸
を　

祈
る
な
り　

袴
の
紐
の　

末
な
か

く　

重
ね
む
千
代
を　

祝
ふ
な
り

と
在
り
て
、交
わ
り
の
深
さ
が
覗
わ
れ
る
。

30
『
小
倉
百
人
一
首
帖
』

阪
正
臣
が
女
学
校
習
字
手

本
も
数
多
く
書
し
た
こ
と

は
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
の

こ
の
方
面
の
代
表
作
品

は
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談

社
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
小

倉
百
人
一
首
色
紙
帖
』
で

あ
る
と
謂
わ
れ
る
。
こ
の

本
は
、歿
後
に
雑
誌
『
婦
人
倶
楽
部
』
第
十
五
巻
第
一
号
（
昭
和
九
年
一
月
）

に
『
小
倉
百
人
一
首
帖
』
な
る
名
に
て
簡
略
化
し
た
タ
テ
21
㎝
×
ヨ
コ
12.5

㎝
折
帖
の
体
裁
を
以
っ
て
附
録
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
附
録
本
を
正

臣
の
筆
跡
の
一
部
と
し
て
紹
介
し
て
お
く
。
裏
面
は
高
塚
竹
堂
『
毛
筆
ペ
ン

習
字

用
婦
人
手
紙
辞
典
』
な
り
。

お
わ
り
に

『
樅
屋
全
集
』
の
拾
遺
補
正
作
業
は
、阪
正
臣
の
全
体
像
を
把
握
す
る
為
に
は
必
要

で
あ
る
。
し
か
し
ど
う
し
て
も
為
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
作
業
で
は
な
い
。
故
に
、

現
情
の
『
全
集
』
の
評
価
変
更
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
。
要
は
阪
正
臣
の
何
を
考

え
る
の
か
、
と
言
う
点
に
於
い
て
意
味
が
あ
る
。

本
稿
が
目
指
し
た
も
の
は
、『
樅
屋
全
集
』
と
名
付
け
ら
れ
阪
正
臣
の
文
学
作
品
群

を
如
何
に
し
て
拾
遺
補
正
し
「
定
本
」
に
近
付
け
る
か
、
と
い
う
命
題
で
あ
る
。
そ

し
て
、
当
該
営
み
の
中
で
、
こ
こ
で
は
手
許
の
通
計
三
十
点
の
資
料
に
つ
き
阪
正
臣

の
歌
二
十
九
首
と
、
彼
の
序
文
等
を
五
点
、
加
え
て
彼
の
墨
跡
五
点
、
を
紹
介
し
た
。

こ
れ
等
は
、
執
筆
年
紀
が
比
較
的
得
易
い
も
の
に
限
定
さ
れ
る
。

つ
い
て
は
、
例
え
ば
次
の
如
き
も
採
択
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
こ
と
は
充
分
に
承

知
し
て
い
る
。

・
弥
石
門
之
助
発
行
兼
編
輯
『
言
葉
の
花
』
第
六
号
（
明
治
廿
五
年
十
二
月
文
林
閣
）

・『
近
衛
忠
熙
米
寿
記
念
歌
集
慶
音
集
』（
六
条
定
光
発
行
兼
編
集
、明
治
廿
九
年
四
月
）

・
平
沢
渚
園
編
輯
兼
発
行
『
新
題
歌
集
』（
明
治
四
十
一
年
十
一
月
、
中
央
歌
文
会
）

・
税
所
敦
子
『
御
垣
の
下
草　

上
・
下
』（
明
治
廿
一
年
十
二
月
）

事
実
、
手
許
の
も
の
に
よ
る
限
り
に
お
い
て
、
こ
れ
等
の
本
は
阪
正
臣
と
関
わ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
等
を
加
え
て
も
、
お
そ
ら
く
は
「
全
て
」
と
は
な
る
ま
い
。
こ
こ
で

は
そ
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
れ
ば
良
い
。

彼
の
序
文
は
、
例
え
そ
の
本
が
活
版
で
あ
っ
て
も
大
半
石
版
摺
り
で
編
さ
れ
た
。

そ
の
事
自
体
、
彼
が
能
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
よ
う
。
こ
こ
で
扱
っ
た
以
外
に

も
序
文
の
依
頼
は
数
多
く
あ
っ
た
と
思
量
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。



二
二
六

744

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
に
扱
っ
た
資
料
が
正
臣
の
全
部
で
は
な
い
し
、
全
体
像
が
把
握

出
来
た
訳
で
は
な
い
。
色
紙
・
条
幅
・
短
尺
の
類
に
は
全
く
ふ
れ
て
は
い
な
い
。
例

え
ば
『
全
集
』
七
三
四
頁
に

大
野
な
る
荻
原
宗
維
が
新
年
の
か
け
も
の
に
す
べ
く
、
萬
歳
の
二
字
を
大

書
し
、
歌
か
き
そ
へ
て
よ
と
い
ひ
お
こ
せ
け
る
に
、

と
し
の
た
つ
朝
に
き
け
ば
か
ま
の
ゆ
も
松
ふ
く
か
ぜ
も
よ
ろ
づ
世
の
こ
ゑ

と
あ
る
が
、
所
蔵
者
の
移
動
等
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
は
並
大

抵
で
は
な
い
。
こ
れ
を
確
認
し
な
く
と
も
『
全
集
』
が
全
て
で
は
な
い
事
は
知
ら
れ

得
る
。
し
か
し
こ
の
事
に
よ
っ
て
『
全
集
』
そ
の
も
の
が
否
定
さ
れ
る
事
は
な
い
。

『
全
集
』
は
物
指
し
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
充
分
に
果
た
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
本
学
非
常
勤
講
師
）


